
新
規

継
続

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

□ ■

認知症や権利擁護に関する講座を複数回開催し、地域における認知症や成年後見制度の理解を促進すると共
に。潜在的なニーズの掘り起こす。また、消費者被害を防ぐため、日頃からチラシ等を活用して啓発を行う。

５職種会議等で把握した課題、「家賃滞納」、「アルコール問題」、「エレベーターのない高層階に居住する高齢者」
の他、「要支援者の居場所」について、地域ケア会議等を活用して地域住民と課題共有する。

シーサイドタウン地区では、4年ぶりとなるサマーフェスタが開催され、今年度は民児協から繋がりづくりを目的に１つの
ブースに並木CPと富岡東CPと共に出店することとなった。お祭りには子育て世代が多く参加されることを想定し、30-40代
をターゲットにした地域活動に対する意識調査をすることを目的にアンケートを実施。結果120程度の回答が集まり、約６割
が「地域活動には関心がある（どちらかと言えばあるも含む）ことがわかり、今後の事業展開にも活用していきたい。富岡第
一地区でも夏祭りやお餅つき、社明大会や医療講演会等、種々の行事や会議に参画し、つながりを深めた。移動販売につ
いても、担い手である民生委員さんから移転を望む声が挙がり、移転に向けて調整を続けてきたが、移動販売実施主体の
方針等に合わなかったため断念。今後も移転については代替案を探していきたい。
認知症ｷｬﾗﾊﾞﾝﾒｲﾄの「ロバの会」と協力した認知症サポーター養成講座や、エンディングノートの普及啓発をケアプラザや
地域で展開した。地域ケア会議の実施には至らなかったが、「要支援の居場所」の横の繋がりと活動の広がりを目的に、
「通いの場連絡会」を再度内容を検討し次年度企画したい。

□区からのコメント
　地域の活動にも参加して地域の課題解決に向けて声を拾っていただきました。行事の中でボランティアを募り、新たな担
い手の発掘も行っていただきました。地域へのアンケートもとり、地域活動へのニーズを把握していただいたので、今後の
事業展開に期待しています。民生委員との日頃からの連携・情報共有にも力をいれて取り組んでいただきました。　移動販
売については引き続き地域とも連携し対応をお願いします。
　ロバの会やUR・医療機関と密に連携して、認知症の正しい理解・対応方法を伝えるなど取り組んでいただきました。「要
支援の居場所」の横の繋がりと活動の広がりを目的とした、「通いの場連絡会」については、次年度検討をよろしくお願いし
ます。
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—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
【シーサイドタウン地区】昭和50年代から作られた大規模な団地地区。高齢化率は地区全体では40％程である
が一丁目では約45％と非常に高くなっている。エレベーターが無かったり、隔階止まりだったりする住宅が多く、
歩行が困難になると閉じこもりとなるリスクが高くなる。【富岡第一地区】丘陵地の戸建住宅からなる地区。高齢
化率は25％程であり、戸建て分譲住宅に子ども連れ世帯が転居している。商店が少なく、バス路線から買い物
は杉田方面に行く方が多い。丘陵地であるため、歩行が困難になると閉じこもりのリスクが高くなる。
【今後の方向性】できるだけ住み慣れた地域で自立して生活していけるように、地域での介護予防を進める。ま
た、身近な地域における「集いの場」の活性化や設置を進めるとともに、担い手育成を支援していく。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

自治会町内会や地区社協や民児協の事業や定例会等へ出席し、地域の関係団体との連携を深め、地域情報や
課題を把握する。 また、現在中止している事業等については、再開の時期を見計らいながら関わっていく。

民児協等で、「支援が必要な人」がどのような背景や状況であるかを伝え、把握した場合の対応方法について伝え
ていく。

特定の分野に限らず、地域主体となっている活動に積極的に参加し、地域と課題を共有しながら、必要な機関や
事業者とのネットワーク構築を働きかける。
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